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※議長は採決には加わりません　○…賛成　×…反対

(議案名は一部省略しています）　　

各議案等に対する賛否

件名
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出
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専決処分 令和３年度立川市一般会計補正予算（第８号） 承
認

予算

令和３年度立川市一般会計補正予算（第９号）

可
決

令和３年度立川市一般会計補正予算（第10号）

令和３年度立川市一般会計補正予算（第12号）

令和３年度立川市下水道事業会計補正予算（第１号）

令和３年度立川市下水道事業会計補正予算（第２号）

令和３年度立川市特別会計競輪事業補正予算（第１号）

令和３年度立川市特別会計介護保険事業補正予算（第２号）

条例

立川市下水道条例の一部改正

立川市事務手数料条例の一部改正

立川市国民健康保険条例の一部改正

立川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正

立川市運動場条例の一部改正

立川市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

立川市常勤特別職職員給与等支給条例の一部改正

立川市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

契約 立川市立第十小学校中規模改修工事（建築）請負変更契約

指定管理

立川市林間施設指定管理者の指定

立川市立川駅南口立体有料自転車駐車場ほか19施設の指
定管理者の指定の変更
立川市武蔵砂川駅第一有料自転車等駐車場ほか３施設の指
定管理者の指定の変更

立川市柏地域福祉サービスセンター指定管理者の指定

立川市羽衣地域福祉サービスセンター指定管理者の指定

立川市上砂地域福祉サービスセンター指定管理者の指定

立川市総合福祉センター指定管理者の指定

立川市幸児童館指定管理者の指定

立川市高松児童館指定管理者の指定

人事
立川市教育委員会委員の任命 同

意人権擁護委員候補者の推薦（３件）

陳情 同性パートナーシップの公的承認についての陳情 採
択

全会一致だったもの

賛否が分かれたもの
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予算 令和３年度立川市一般会計補正予算（第11号） 〇

※

〇 × 〇 〇 × 〇 ×
可
決契約 土地の買入れについて 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 ×

その他 立川市行政区域における国立市道路線認定の承諾 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 ×

陳情

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・
国外移転について国民的議論を行い、憲法に基づき公
正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情

× × 〇 〇 × 〇 〇 〇
不
採
択

 教育委員会委員

　12月20日の本会議で、教育委員会委員の任命及び人権擁護委員候補者の
推薦について同意しました。

▶伊藤　憲春　氏
 人権擁護委員候補者
▶須﨑　伸子　氏　　▶宮木　たつ子　氏
▶大槗　正則　氏

同性パートナーシップの公的承認についての陳情

（趣旨）立川市において、同性パートナーシップ承認制度導入に向けた
協議を開始してください。

賛成
　立川市として導入に向けた協議を開始してほしいということなので、
その陳情趣旨を酌み取り、賛成します。

賛成
　パートナーシップ制度については、これまでも導入をお願いしてき
ました。都が実施していくことにもなりましたので、具体的な検討を
していただきたいと思いますし、この陳情の趣旨はまずその協議をと
いうことですから、今市が検討されていることだと思います。協議を
ぜひ前進させてほしい。

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移
転について国民的議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的
に解決するべきとする意見書の採択を求める陳情

賛成
　辺野古の地盤は軟弱地盤で、改良工事をしていますが、工期や費用
がどれほどかかるかわからないと言われています。基地に求められる
性能が確保できるかわからないところに建設を強行することは、許さ
れないと思います。普天間の基地を直ちに閉鎖して、そして辺野古の
基地建設を中止し、この基地についてはアメリカに、国外に、海外に
移転すべきだと思います。

反対
　陳情の趣旨にある国民的議論を行うということと、憲法に基づいて
決めるということについてはそのとおりだと思います。また、本当に
辺野古周辺の方々の思いを察するところがありますが、現状は外交、防
衛、安全保障、国に関わる大変重要な問題であり、一地方自治体にお
いてそれをどうこうできる立場にないと思いますので、反対とします。

総務委員会での陳情に関する討論


